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年期症状をはじめとする副作用は生活の質(Quality of life: QOL)を低下させる一因となる。諸外国では更年
期症状に対する介入方法が検討され始めているが、わが国では更年期症状に対するケアの重要性が指摘される
にとどまっており、ケアの提供時期や具体的なケアの検討には至っていない。 
そこで、本研究ではホルモン療法を受ける乳がん患者が体験する更年期症状の実態とその短期的・長期的影
響を検討すること、およびホルモン療法中の主要なサポート源であるソーシャルサポート、特にパートナーの
サポートに対する患者の認識を明らかにすることにより、ホルモン療法中の副作用マネジメントを促進する看
護支援を検討することを目的とした。はじめに、ホルモン療法を開始する乳がん患者41名を対象として、治療
初期にあたる3ヶ月までの更年期症状の実態と短期的影響を縦断的に調査した。更年期症状はホルモン療法開
始後3ヶ月に増強しており(p<0.05)、特に精神神経症状や運動神経症状が有意に増加した。同様にQOLも3ヶ月
後に低下したが(p<0.01)、3時点を通じて更年期症状との間に有意な相関は示さなかった。次に、診断からの
経過期間が異なるホルモン療法中の乳がん患者876名を対象として、治療期間全般における更年期症状の実態
と長期的影響を横断的に調査した。診断後の経過期間に基づき、診断後0～1年の早期、2～5年の中期、5年以
上の晩期に分類し比較したところ、更年期症状は中期が最も強く晩期との間に有意な差を認めた(p<0.05)。一
方で更年期症状はすべての群で精神的健康に影響を与えており(p<0.001)、時期によらず3～4人に1人は精神的
健康が不良と考えられる状態にあった。ホルモン療法中の精神的健康の改善にはソーシャルサポート、特にパ
ートナーのサポートの効果が期待される。そこで次に、ホルモン療法中のパートナーのサポートに対する認識
を明らかにすることを目的に、ホルモン療法中の乳がん患者10名に半構成的面接を実施した。面接内容を質的
内容分析により分析した結果、パートナーによるホルモン療法のサポートに対する対象の認識は【新しい治療
への移行に対応していないサポート】というテーマで表わされた。過去の治療と異なり主観的で目に見えにく
いホルモン療法の副作用は、親密な関係性にあるパートナーの理解さえ得ることが難しく、患者がサポートの
不足を感じていることが示された。ホルモン療法中の副作用マネジメントを促進するためには、パートナーを
はじめとするキーパーソンを含めた早期からの教育的介入と継続的なアセスメントに基づく症状緩和が重要
であることが示唆された。 
長期化するホルモン療法において、更年期症状の増強時期やその後の長期的な実態を明らかにした点は新規
性があり、ホルモン療法中のケアの質改善に寄与するものであると評価できる。また、パートナーに着目した
介入の時期と内容を見出した点はケアの発展につながる知見であり、本論文は博士（看護学）の学位授与に値
するものである。 
 
